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丸
の
内
で
打
ち
水
イ
ベ
ン
ト

丸
の
内
で
打
ち
水
イ
ベ
ン
ト

環
境
省
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
排
水
再
活
用

技
能
五
輪
活
発
に
招
致
イ
ベ
ン
ト

国
民
的
機
運
を
盛
り
上
げ
る

環
境
省
は
７
月
２６
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
丸
の
内
行

幸
通
り
で
打
ち
水
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
。
使
用
し
た
水
は

大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町

に
あ
る
ビ
ル
の
排
水
を
処
理

し
て
再
利
用
。
伊
藤
信
太
郎

環
境
相
、
小
池
百
合
子
東
京

都
知
事
な
ど
が
参
加
し
、
一

斉
に
打
ち
水
を
行
っ
て
猛
暑

の
中
の
涼
を
求
め
た
。

打
ち
水
イ
ベ
ン
ト
は
「
今

夏
の
熱
中
症
予
防
強
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
暑
熱
環
境
へ

の
適
応
策
の
一
環
と
し
て
実

施
。
企
業
や
自
治
体
な
ど
と

連
携
し
て
実
現
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
冒
頭
、
伊
藤

環
境
相
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
打
ち
水
で
厳
し
い
暑
さ
に

打
ち
勝
っ
て
い
こ
う
。
小
さ

な
工
夫
を
行
う
こ
と
で
熱
中

症
も
予
防
で
き
る
」
と
積
極

的
な
取
り
組
み
を
促
し
た
。

ま
た
小
池
知
事
が
「
本
日
は

猛
暑
だ
が
絶
好
の
打
ち
水
日

和
だ
。
現
在
の
気
候
は
温
暖

化
を
超
え
て
沸
騰
化
の
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代

か
ら
続
く
創
意
工
夫
を
活
か

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
打
ち

水
の
意
義
を
強
調
。
続
い
て

細
包
憲
志
一
般
社
団
法
人
大

手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
地

区
ま
ち

づ
く
り

協
議
会

理
事
長

（
三
菱

地
所
㈱

副

社

長
）
、

樋
口
高

顕
千
代

田
区
長

な
ど
が

あ
い
さ

つ
し
た
。

こ
の
あ
と
伊
藤
環
境
相
、

小
池
知
事
な
ど
が
祭
や
ぐ
ら

に
登
り
、
掛
け
声
と
と
も
に

一
斉
に
打
ち
水
を
展
開
。
日

中
は
３５
度
を
超
す
高
温
で
日

没
後
も
熱
帯
夜
が
予
想
さ
れ

る
中
、
参
加
者
は
ひ
と
と
き

の
涼
を
味
わ
っ
た
。

周
辺
の
ビ
ル
に
は
縁
日
の

屋
台
も
出
店
し
、
打
ち
水
と

合
わ
せ
て
夏
祭
り
の
雰
囲
気

と
に
ぎ
わ
い
を
醸
し
出
し
て

い
た
。

厚
生
労
働
省
は
７
月
２５
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
丸
の
内
で
２
０
２
８
年
技
能
五
輪
国
際
大
会
招

致
イ
ベ
ン
ト
「
技
能
五
輪
国
際
大
会
を
日
本
・
愛
知
へ
！
Ｗ
Ｓ
Ｃ

２
０
２
８

Ｔ
Ｏ

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
！
」
を
開
催
し
た
。
関
係
者
や
市
民
な
ど
約
１
５
０
名
が
参
加
し
、
国
際
大
会
出
場
選
手
に
よ
る
世
界
レ
ベ

ル
の
技
能
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
交
え
て
活
発
な
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ

た
。
招
致
投
票
５０
日
前
を
迎
え
、
愛
知
開
催
に
向
け
て
国
民
的
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

技
能
五
輪
国
際
大
会
は
１

９
５
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
は
隔

年
で
開
催

さ
れ
て
い

る
。
６０
以

上
の
国
・

地
域
か
ら

１
３
０
０

名
を
上
回

る
規
模
に

着
実
に
発

展
し
た
。

日
本
で

は
１
９
７
０
年
の
東
京
大

会
、
１
９
８
５
年
の
大
阪
大

会
、
２
０
０
７
年
の
静
岡
大

会
と
３
回
開
か
れ
て
い
る
。

前
回
の
２
０
２
２
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
複
数
の
国
・
地
域
に

分
散
し
、
日
本
か
ら
５１
職
種

５９
名
が
参
加
。
こ
の
う
ち
配

管
職
種
で
は
敢
闘
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
２
０
２
８
年
大

会
の
開
催
地
は
９
月
の
フ
ラ

ン
ス
大
会
で
決
定
す
る
予
定

だ
。当

日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
開

会
に
先
立
ち
フ
ラ
ン
ス
大
会

日
本
代
表
選
手
が
卓
越
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
注
目
を

集
め
た
。
三
浦
靖
厚
生
労
働

大
臣
政
務
官
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
未
来
を
担
う
若
者
の

技
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
技
能
五
輪
国

際
大
会
は
貴
重
な
舞
台
と
な

る
。
こ
の
た
め
国
は
２
０
２

８
年
大
会
の
招
致
を
行
う
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
な
ど
と

協
力
し
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
き
た
。
本
日
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
大
会
へ
の
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

続
い
て
「
技
能
の
振
興
及

び
２
０
２
８
年
技
能
五
輪
国

際
大
会
の
招
致
の
実
現
に
関

す
る
国
会
議
員
勉
強
会
」
の

事
務
局
長
を
務
め
る
田
畑
裕

明
衆
議
院
議
員
が
あ
い
さ
つ

し
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
る
選
手
の
技

能
を
見
学
し
、
非
常
に
心
強

く
感
じ
た
。
次
代
を
担
う
若

者
た
ち
を
国
全
体
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
国
際
大
会

の
選
手
団
長
を
務
め
る
宗
宮

徳
昌
中
央
職
業
能
力
開
発
協

会
常
務
理
事
は
国
際
大
会
の

魅
力
や
選
手
選
考
の
プ
ロ
セ

ス
な
ど
を
解
説
し
「
フ
ラ
ン

ス
大
会
で
は
最
高
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
技
能

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

こ
の
あ
と
①
技
能
五
輪
っ

て
何
？
②
人
へ
の
投
資
！
技

能
五
輪
国
際
大
会
を
日
本
・

愛
知
へ
！
―
―
を
テ
ー
マ
に

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展

開
。
原
晋
青
山
学

院
大
学
陸
上
競
技

部
監
督
を
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
国
際
大
会
に

出
場
し
た
選
手
た

ち
が
競
技
の
心
構

え
や
経
験
談
な
ど

を
熱
く
語
っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
国
際

大
会
出
場
選
手
を

輩
出
し
た
企
業
・

団
体
関
係
者
が
技

能
支
援
や
人
材
育

成
の
概
要
な
ど
を

紹
介
し
た
。

愛知で国際大会を愛知で国際大会を

なごやかにトークセッション

左から宗宮常務理事、田畑議員、
三浦政務官、原監督、２名の司会者

伊藤環境相（中央左）、小池知事（同右）
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